オーギュスト帝国正史

旧暦1252年　

十二月　魔王サイファー、現出。年に数件しか確認されていなかった魔族被害が激化。魔族、魔王の下へ結集。

旧暦1253年　

一月　第十二代教団祭司長テシオドロスの提唱により、ヤーヴェ教を公認する国家間のみで『聖ヤーヴェ同盟』結成。

同月　テシオドロス、ヤーヴェ教信仰者全てに対し神の代弁者として自らを教皇でとして宣言する。

二月　『魔の惨劇』。聖ヤーヴェ同盟、魔王軍と衝突し、歴史的敗退。

　　　二月末　ヴァロア王国（現在の銀の教団辺り）国王シリウス、独断で暗黒竜ガイアを解放。シリウス、解放と同時にガイアに殺害される。これに呼応する形で、各地に分散していた竜族、ガイアの下へ結集。

三月　『竜魔問答』。魔王軍と暗黒竜軍とが衝突。『魔の惨劇』において蒙った被害が回復しきれない魔王軍、暗黒竜軍相手に敗退。

　　　　四月　『人竜決戦』。大陸中原へなだれ込もうとする暗黒竜軍に、聖ヤーヴェ同盟軍が衝突。双方ともに多大な被害を齎しながら、僅差でヤーヴェ同盟勝利。これ以降、大陸は人、魔族、竜族の三すくみ時代が始まる。暗黒時代の幕開け。

　　・

　　・

　　・

旧暦1346年　アスファ＝ルーベンス（後のクライス＝オーギュスト英雄帝）、ヴァロア王国ルーベンス公爵家の長男として誕生。

旧暦1360年　

九月　アスファ＝ルーベンス、ルーベンス・アカデミー（後のオーギュスト帝立アカデミー）に入学。

十月　アスファ＝ルーベンス、元服。名をクライス＝アスファ＝ルーベンスへ改名。同月、『剣聖』リシャンテス＝エル＝カークライトに師事を始める。

旧暦1368年　

八月　クライス＝ルーベンス、ルーベンス・アカデミー卒業。

九月　クライス＝ルーベンス、遊学の名目の元、ルーベンス公爵領（現在のオーギュスト帝国直轄領）を出奔。これよりラシェスタ＝カークライトを名乗る剣士が各地で有名を馳せた後、四年後忽然と消息を消す。クライス＝ルーベンスと同一人物という説もあるが、定かではない。なお、リシャンテス＝エル＝カークライトにはこの当時血縁者は存在しない。

旧暦1372年　

八月　クライス＝ルーベンス、ルーベンス公爵領へ帰還。

九月　クライス＝ルーベンス、剣聖リシャンテス＝エル＝カークライトより免許皆伝を言い渡される。

旧暦1375年

六月　第五代ヤーヴェ教皇レオ四世の提唱により、聖ヤーヴェ同盟、レ・コンキスタ（再征服）運動を開始。同盟参加各国に対し、魔族、竜族の殲滅を改めて確認。

七月　『○○の決戦』。レ・コンキスタの一環として、大陸西部平野における魔族追放のため、魔王軍と交戦。勝利を収める。

九月　『アムステルダムの希望』。中原から出発した同盟軍、魔族の支配地域において唯一抵抗を続けていたアムステルダムまで到着。

十月　『アムステルダムの絶望』。伸びきった戦線を魔王軍につかれ、同盟軍主力、西部平野に孤立。包囲戦を仕掛けられ兵力の9/10を失う。この際、エスト＝セル＝ルーベンス公爵（クライスの父）、残存兵力を纏め上げ中原に撤退を成功させるが、自身は殿として西部平野へ残り、剣聖リシャンテスとともに戦死。

　　　十一月　聖ヤーヴェ同盟盟主ヴァロア王国国王デューファ三世、予備兵力の不足を理由に××川（全体マップのオーギュスト帝国とブランデンブルク帝国の間に位置する川）以西を『辺境』として宣言（＝『辺境宣言』）。これは、ルーベンス公爵家、その他××川以西に存在する王国、貴族等は全て『辺境』として保護されず、見捨てられるということを意味する。第五代ヤーヴェ教皇レオ四世、これを事実上追認する。同時に、教皇庁、ヴァロア王国首都へ移転。これ以降、聖ヤーヴェ同盟は事実上瓦解。

　　　　同月　クライス＝ルーベンス、エスト＝セル＝ルーベンスの悲報を受け、ルーベンス公爵家を継ぐ。同時に、剣聖リシャンテスの遺言により、『剣聖』の称号を継承する。

十二月　ルーベンス公爵クライス、ヴァロア王国より独立を宣言。以降、ルーベンス王を名乗る。同時に、対魔、対竜のため、ヤーヴェ教徒に限らず全ての人種に対し、集合を呼びかける。また、大陸に存在する全ての人種を等しく取り扱うことを宣誓する。『クライスの誓文』

　同月　ルーベンス王の提唱により、光の同盟（Allies of the Light）結成。ルーベンス・アカデミー卒業生、カークライト流剣術諸派を中心に各国より、ルーベンス王国首都ルーベンス（現在のオーギュスト帝国首都オーガスタ）へ、賛同者が集結。また、遊学期間中に得たとされるクライスの個人的な誼を通じて、ダーナ族、森の妖精、ミケツからも協力を得る。ここに集まった『英雄帝クライス＝オーギュスト』、『エリンのＡ（ダーナ族のご先祖様、名前適当に）』、『Ｂ（黒き森の女王、ティターニアのお母様）』、『Ｃ（仮アスレークのご先祖様、クライスの側近）』『Ｄ（仮名：テオドール＝バルトロウ。クライスの側近。以下はオーギュスト担当者注：来歴は当時一切不明。実際は、後世でいう魔性の民からの魔法剣士。ちなみにこの当時、まだ闇の魔力を有する者に対する偏見は強まっていない。また、キアン＆アミュのご先祖様でもある。キアンが帝都にて剣術を指南している際、バルトロウ姓は隠していた）』『Ｅ（ミケツからの協力者）』『Ｆ（後にヤーヴェ教幹部＞クライス死後、教団を脱退し、クライス派設立へ）』を持って、七英雄と呼ばれることになる。

旧暦1376年　

　　　　一月　『○○（現在の帝都西の関所・城砦）攻防戦』。いよいよ中原へ侵入を始めようとする魔王軍に対し、クライス軍が○○の砦にて抵抗。激戦の結果、一時はあわや陥落かというところまで追い詰められる。劣勢を覆すべくルーベンス王自身が陣頭に立ち城門より突撃を敢行、同時にエリン島より駆けつけた救援が到着し、魔王軍は大混乱。また、ルーベンス王と魔王とのここに初めて邂逅し、ともに傷を負う。魔王の存在が危うくなれば同時に兵士一般までもが影響を受けてしまう魔王軍は、これにより撤退を余儀なくされる。魔王直属の軍勢に対する、人の初勝利。

　　　　四月　魔王の受けた傷により活動が困難になった魔王軍本体を、暗黒竜軍精鋭部隊が強襲。

　　　　同月　時を同じくして、暗黒竜軍の動きを完全に把握したルーベンス王、主力の存在しない暗黒竜軍本拠地へ精鋭十九名とともに潜入。暗黒竜ガイアと直接対峙するに至り辛くも勝利。暗黒竜の封印を果たす。

六月　アムステルダム奪還戦。クライス軍、百二十年に渡って魔王軍に抵抗し続けた西部平野の自治都市アムステルダムまで到達。駆けつけた魔王軍を打ち破る。

七月　クライス軍、黒き森へ敗走した魔王軍へ追撃。激戦の末、クライス＝ルーベンスと魔王との一騎打ちへ。魔王、敗れる。

八月　クライス＝ルーベンス、暗黒竜と魔王に対する人類の勝利を宣言。結成目的を終えた『光の同盟』、『クライスの誓文』を維持した上で解散。

九月　七英雄その後。クライス＝ルーベンス、ルーベンス王国国王の即位式を執り行う。Ｃ、Ｄ、ともにクライスの側近として使える。Ａ、クライスと不干渉協定を結んだ後、エリン島へ帰還。Ｂ、魔王封印結界の維持のため、妖精の一族を率いて黒き森へ移住。Ｅ、クライスと不干渉協定を結んだ後、ミケツへ帰還。Ｆ、ヤーヴェ教会へ帰還。クライス＝ルーベンスと教会との橋渡しを務め、ダーナ族、ミケツ族の独立をヤーヴェ教皇に認めさせる。魔性の民については保留。

十月　ヴァロア王国国王デューファ三世、『辺境宣言』を撤回。同時に、次第に声望を高めるルーベンス『公爵』をヴァロア王国内部の反乱勢力とみなし、一方的に宣戦を布告。

　　　　同月　ヤーヴェ教皇庁、Ｆの働きかけによりルーベンス王国首都ルーベンスへ移転。

同月　ヤーヴェ教皇、Ｆの働きかけによりヴァロア王国の破門を宣言。

同月　クライス、秘密裏に『神罰執行団』を設立。初代団長、Ｄ。

　　　十一月　××川（現在のオーギュスト帝国とブランデンブルク帝国を隔てる川）の決戦に向け、ヴァロア王国国王デューファ三世、自ら手勢を率いて出陣。しかし決戦前夜、謎の奇病にかかり伏せる。翌日、デューファ三世の病は隠されたまま戦闘は開始される。戦闘開始後一時間はヴァロア王国軍が優勢に進めるが、デューファ三世が流れ矢に当たり死亡したとの流言がヴァロア王国軍兵士達へ伝染。その後もデューファ三世は病で伏せ姿を見せなかったため混乱は収まらず、ヴァロア王国軍の士気は著しく低下。ルーベンス王国軍の勝利に終わり、デューファ三世、討ち取られる。

十二月　ルーベンス王国、ヴァロア王国の『辺境宣言』の撤回の撤回と、『辺境宣言』後に誕生した全ての勢力、並びに旧聖ヤーヴェ同盟参加国の解散と参加した全ての勢力のヴァロア王国からの独立を認め、加えて多額の賠償金を支払うことを条件にヴァロア王国と停戦。

旧暦1384年　クライス＝ルーベンス三十八歳。南部平野（現貴族領）の平定を完了。ルーベンス譜代の家臣の領地として割り当てられる。Ｃ，セルヴァート公爵領、Ｄ、バルトロウ侯爵領をそれぞれ設置。

旧暦1387年　クライス＝ルーベンス四十一歳。西部平野の平定を完了。

旧暦1388年（帝暦元年）　

一月　『オーギュストの戴冠』。クライス＝ルーベンス（四十二歳）、七代教皇ヴィテリウスより戴冠。性をオーギュスト（尊厳者）と改め、オーギュスト皇帝として大陸全土の正当な支配者たることを宣言する。この年より、暦は帝暦へ改められる。また、王国首都ルーベンスをオーガスタと名を改める。

二月　ヴァロア王国、オーギュストの戴冠に遺憾の意を表明。

十月　第二次××川会戦にて、オーギュスト帝国軍、ヴァロア王国軍を打ち破る。

帝暦0002年

一月　オーギュスト帝国、ヴァロア王国領（現銀の教団領）併合。

帝暦0003年　オーギュスト帝国、南部砂漠（現神罰執行団領）平定。神罰執行団の本拠地は、このときよりここに設置される。

帝暦0004年　オーギュスト帝国、東部平野（現ブランデンブルク帝国領）の平定を達成。　

帝暦0005年　オーギュスト帝国、東部山地（現華国領）の平定を達成。

帝暦0006年　

一月　八代教皇レオ五世、ミケツ族を悪魔と認定。『第二次聖戦』の開始と、ヤーヴェ教徒以外の者の殲滅を宣言し、兵を募る。

三月　クライス帝、ミケツ族の悪魔認定を公式に否定。同時に第二次聖戦の宣言に遺憾の意を表明。

四月　オーギュスト帝国、『新辺境宣言』布告。この時点で帝国の支配下に無い地域を辺境とみなし、今後、帝国が辺境地帯へ侵攻することは一切無いと一方的に宣言。これをもって、第二次聖戦宣言は事実上立ち消えとなる。

五月　レオ五世、Ｆの働きかけによりヤーヴェ教皇として公式に第二次聖戦宣言の撤回を公式に表明。

　　・

　　・

　　・

帝暦0040年　オーギュスト英雄帝、崩御。享年八十一歳。死後、皇位継承兼を巡って大きくはないがささやかでもない混乱が帝国中枢部に生じる。第一位継承者であるエスト二世は、既に老齢とも言える年齢であったため、即位してもすぐに身罷られるのではないかという懸念があった。この際の混乱の折、クライス帝の遺体がすりかえられ、本物の所在が不明となるが、あまりに大きな失態であるため、事実は隠蔽。闇の中へ葬り去られる。

　　　　同年　Ｄ、オーギュスト帝国第三軍団長を辞任。同時に非公式部隊神罰執行団団長を辞任。バルトロウ侯爵領にて隠居後、程なく没。享年七十八歳。

同年　オーギュスト二代皇帝、エスト二世即位。当時66歳。

帝暦0045年　Ｆ（当時七十六歳）、腐敗の進むヤーヴェ教皇庁を離れ、聖書派（俗称：クライス派）を設立。十一代教皇ゼーニ、Ｆの破門と教会法からの追放（即ちこれ以降、ヤーヴェ法の保護を受けられず、例え殺されることがあったとしても殺害者は教会より殺人の罪に問われないことになる）を宣言。オーギュスト二代皇帝エスト二世、Ｆの支持を表明し、帝都オーガスタにて匿う。

帝暦0046年　ヤーヴェ教皇（以下、アタナシウス派教皇）ゼーニ、帝国に対しＦの引渡しを要請。エスト二世、それを拒否。

帝暦0053年　ブランデンブルク伯爵グスタフ一世（当時十八歳）、帝国に対し、南部平野の貴族領と同様の完全な自治権を要求。

帝暦0054年　アタナシウス派教皇ゼーニ、教皇庁をブランデンブルク伯爵領（封印島手前）へ移転。

　　　　同年　アタナシウス派教皇ゼーニ、エスト二世への戴冠を撤回し、グスタフ一世へ戴冠。以後、グスタフ一世、ブランデンブルク皇帝を僭称する。

　　　　同年　オーギュスト帝国、聖書派へ改宗。

　　　　同年　団長不在の神罰執行団、アタナシウス派に吸収され、教皇の直属組織へ再編。

帝暦0055年　東部平野開戦。グスタフ一世、自ら陣頭に立ち、オーギュスト帝国軍と衝突。圧倒的な兵力差により、オーギュスト帝国の勝利に終わると予測されたが、衝突を目前にしてオーギュスト帝国軍総指揮官Ｃ、奇病により急逝。オーギュスト帝国軍、最高指揮官不在のまま戦闘突入。結果、ブランデンブルク帝国軍の勝利に終わる。

帝暦0056年　□□城砦（帝都東の城壁北・南）攻防戦。皇帝直轄領へ迫るブランデンブルク帝国軍と、それを阻もうとするオーギュスト帝国軍が衝突。互いに甚大な被害を与え合うが、決着つかず。冬将軍の到来により、ブランデンブルク帝国軍撤退。同時に停戦協定が結ばれ、オーギュスト帝国は『ブランデンブルク伯爵領の自治』を認め、ブランデンブルク帝国は『オーギュスト王国の自治』を認め合う。

同年　アタナシウス派教皇庁、現在の場所へ移転。

帝暦0057年　華国、ブランデンブルク帝国領からの独立を宣言。

帝暦0058年　オーギュスト皇帝エスト二世、華国に呼応する形でのブランデンブルク進行計画の策定を命ずる。

同年　エスト二世、崩御。享年79歳。この際の混乱により、ブランデンブルク侵攻計画は立ち消えとなる。

同年　エスト二世の末子、リード＝オーギュスト即位。当時34歳。

帝暦0065年　オミクロン生誕。

帝暦0068年　華国、十年間の戦争で完全に疲弊し、ブランデンブルク帝国に無条件降伏。国としての形は残されたが、親ブランデンブルク派の王家の下、事実上の植民地化。

帝暦0076年　華国にて、ブランデンブルクからの独立を求め内乱発生。この際、華国内親ブランデンブルク王家の者は悉く処刑される。首謀者である華国の地方領主○○、第三国を解して帝都オーガスタに赴き、ブランデンブルク帝国による苛烈な統治の現状を訴え、独立支援を求める。

同年　オーギュスト帝国、第三次辺境宣言の布告。これにより、ブランデンブルク以東は『辺境』とみなされる。そして辺境には不干渉という名目の下、事実上、華国を見捨てることに。

同年　帝都オーガスタへと赴いた華国地方領主○○、身柄をブランデンブルクへ引き渡される。その後、外患誘引の罪を問われ、公開処刑。

帝暦0078年　華国事件の折のリード＝オーギュスト皇帝の信義に欠ける政治的判断について、帝立アカデミー総長○○、自著の文献において暗に皇帝非難を行う。

同年　リード＝オーギュスト皇帝、○○教授を帝都より追放。同時に法適用外対象に設定。

同年　バルトロウ侯爵家、○○教授を自領へ迎え入れ、保護。

同年　リード＝オーギュスト帝、○○教授を追放するよう、バルトロウ侯爵家へ要請。これに対して、バルトロウ侯爵は即日拒否。

帝暦0079年　

三月　オーギュスト帝国内にて、闇の魔力を持つ人間、俗に言う『魔性の者』を敵視する風潮がにわかに強まり始める。

七月　××事件。帝都にて、類稀な容貌を持ち社交界だけでなく市井においても名を知られていたさる令嬢が非常に残忍極まりない手口で殺され、市井に大きな衝撃を齎す。

十一月　被害者の親友であった『魔性の者』の青年が、××事件の犯人として逮捕される。これにより、『魔性の者』を排斥する風潮がなお一層激化する（尚、後世の再検証に寄れば、これは冤罪であった可能性が非常に高い）。逮捕後、数日で起訴。

帝暦0080年

　　　　一月　××事件、第一審にて被告人に死刑判決。

三月　××事件の控訴が棄却。

六月　××事件の上告棄却により、死刑判決が確定。犯人とされる青年、即日公開処刑。

七月　犯人とされる青年の家族、暴徒化した民衆により惨殺。オーギュスト帝国政府当局は、これを事実上黙認。加害者未特定のまま、事件は処理される。以降、故クライス＝オーギュスト皇帝が掲げた大陸全種族の平等取り扱いを掲げたクライス宣言は、オーギュスト帝国内で空文化する。

八月　オーギュスト帝国貴族で唯一『魔性の者』であるバルトロウ家領内で民衆が反発し、暴動発生。些細なものであったが、その際の不手際を理由に、リード＝オーギュスト皇帝、バルトロウ侯爵家を取り潰す。

九月　バルトロウ侯爵、取り潰しに異を唱えバルトロウ領内にて立て篭もる。

十月　バルトロウの乱、鎮圧。バルトロウ侯爵、並びに○○教授、公開処刑。バルトロウ侯爵の妻子、行方不明。

帝暦0081年　オミクロン、ヤーヴェ教アタナシウス派教会に加入。当時十六歳。

帝暦0087年　オミクロン、奉仕課程を修了し教団付属少年学校の教師として魔術教育と信仰教育に携わることに。二十二歳。

帝暦0090年　グスタフ二世、生誕。グスタフ一世、55歳にして初の男子を得る。

帝暦0097年　リード＝オーギュスト三代皇帝、崩御。享年六十三歳。

同年　ベルトーゼ＝オーギュスト四代皇帝、即位。三十五歳。

帝暦0102年　キアン＝バルトロウ生誕。

帝暦0116年　シュアラ＝オーギュスト生誕。

帝暦0117年　ラシェスタ＝オーギュスト生誕。

　　　　同年　アミュ＝バルトロウ生誕。

　　　　同年　オミクロン、教師職を退任。教師退任後は専ら研究と著作の日々を送る。

帝暦0118年　キアン＝バルトロウ、十六歳にして、剣で身を立てることを目指し、帝都へ上京。

帝暦0124年　キアン＝バルトロウ（当時は名を隠し、キアン＝テルゲステを名乗る）、二十二歳にしてカークライト剣術免許皆伝を得る（なお、カークライト流剣術の免許皆伝は、十年に一人しか与えられないとされる）。

帝暦0125年　グスタフ一世、九十歳。死期を悟るに至ったグスタフ一世、不死の秘法を求め、ミケツ族侵攻計画の策定を命ずる。

　　　　同年　ベルトーゼ＝オーギュスト皇帝、グスタフ一世のミケツ族侵攻作戦を聞き及ぶに至る。かつて『光の同盟』にてともに魔王と戦ったミケツ族を守るためとして、実際の理由は、急激に勢力が勢いづくブランデンブルク帝国を牽制するために、ブランデンブルク帝国を公式に非難。

同年　オミクロン、齢六十にして首席祭司に抜擢される。

同年　オミクロン、緊張度を増すブランデンブルク・オーギュスト間の東西首脳交渉調停の任にあたる。

同年　ブランデンブルク帝国、ミケツ侵攻に辺り、属領華国に対してアマノミハシラ方面のけん制を命ずる。その際、華国より人質として華国国王の長女ヤンファン（当時八歳）の身柄をブランデンブルク帝国首都へ引き渡させる。

帝暦0126年　アタナシウス派教皇、グスタフ一世の働きかけによりミケツノタミを魔物認定。これを受け、第一次ミケツ族遠征が行われるも、『キュウビ』に対して為すすべなく、撤退。

　　　　同年　オミクロンによる東西首脳交渉調停、失敗。グスタフ一世、オミクロンに不適格の烙印を押し失脚させる。

　　　　同年　両帝国間の緊張を受け、第四次オーギュスト・ブランデンブルク会戦勃発。

帝暦0127年　第二次ミケツ族侵攻。『キュウビ』に対し攻めあぐねたブランデンブルク帝国軍は、白銀部隊副隊長（当時三十七歳）ウァーリーの策を用い、ミケツノタミヘ『キュウビ』封印を条件に終戦を持ちかけ、それに応じて『キュウビ』を封じたミケツ族一夜のうちに虐殺し制圧に成功。さらに不死の秘術を知るため、生かしておいたミケツを捕獲し、「キュウビの封印石」と共に軍本部へと送る。その後、捕虜を拷問に掛け、「シキガミ」を作り出す術を知るに至るが、全てのミケツ族捕虜は口を割らず自害し、不死についてはうやむやとなるに至る。

　　　　同年　白銀僧侶部隊隊長シルベーヌ、ミケツの断末魔の呪いにより発狂。

　　　　同年　白銀部隊副隊長（当時三十七歳）ウァーリー、隊長シルベーヌが行方不明となったため隊長を引き継ぐ。

　　　　同年　オミクロン、教団上層部により○○○○（都市名）付の司教兼監督の任を命ぜられる。同時にアタナシウス派教皇より、神罰執行団長の任を拝命する。

　　　　同年　ブランデンブルク帝国、オーギュスト帝都北城を強襲するも、オーギュスト側カルロス中尉（当時二十八歳）の活躍により撃退。

　　　　　　　　これを契機に、第四次オーギュスト・ブランデンブルク会戦終了。
帝暦0130年　グスタフ一世、崩御。享年九十一歳。

　　　　同年　グスタフ二世、即位。四十歳。即位式にて、父グスタフ一世が成し得なかったアマノミハシラ攻略を宣言。これ以降、ブランデンブルク帝国は戦費の負担が急激に増大することになる。

　　　　同年　キアン＝バルトロウ、カークライト剣術正当継承者に認められ、『剣聖』の称号を得る。同時に同塾長の娘を妻に娶る。二十八歳。

帝暦0131年　グスタフ二世、アマノミハシラ侵攻を開始。

同年　ラシェスタ＝オーギュスト、十四歳。帝立アカデミーへ入学。同時に、キアン＝バルトロウに師事を始める。

同年　アミュ＝バルトロウ（テルゲステ）、ヤーヴェ教クライス派教会へ加入。

帝暦0135年　無理なアマノミハシラ侵攻作戦にて疲弊したブランデンブルク帝国の皇帝グスタフ二世、父グスタフ一世時代からの重臣が独立を求め反乱。直轄軍を率いて沈静に向かわせるが、失敗。

同年　帝都近郊のさる街を武装盗賊団が強襲。その場に居合わせたキアン＝テルゲステ（当時三十三歳）、弟子であるラシェスタ＝オーギュスト（当時十八歳）を救うため、使用を封じていた闇魔法をやむなく行使。キアンとラシェスタの奮戦により程なく武装盗賊団は撤退するが、キアンが『魔性の者』であることが露見。同時に、かつてお家取り潰しを受けたバルトロウ家の直系であることも判明。未だに『魔性の者』への風当たりが強い帝都において、『剣聖』として、また一人の人格者として名声を集めていたキアンの名声は地に堕ちる。その後もラシェスタはキアンへ師事を続けるが、隆盛を極めたカークライト流剣術は次第に門人が絶えるようになる。その後、キアンが帝都不在の折、帝都において暴動が発生。貧民層による重税反対に対するデモを目的としたものであったはずが、次第に暴徒化し、その怒りは『唾棄すべき魔性の者』でありながら一応の成功を収めたキアン＝バルトロウへ向けられ、キアン宅が襲撃され、キアンの妹アミュを除いた一家が惨殺される。キアン＝バルトロウ、この事件の後姿を隠す。ラシェスタ＝オーギュスト、師の後を追うように帝都を出奔。以降、冒険者として各地を放浪する。

帝暦0136年　ブランデンブルク帝国皇帝グスタフ二世、南方領主の援軍を得て、叛乱軍に対し辛くも勝利。自身の身に危険が及んだ事もあって、これ以上の領土拡大は無理と悟る。

帝暦0138年　ブランデンブルク帝国、国境内へ初めて異民族の侵入を許す。その後追い払うことはできたものの、グスタフ二世、国力の低下を痛感。

帝暦0139年　グスタフ二世、教皇との結びつきを強め、西側アタナシウス派に邪教徒の殲滅を名目に援軍を呼びかけてもらうに至る。これにより、国教を維持。

帝暦0144年　ベルトーゼ＝オーギュスト皇帝、並びに帝都在住のその子ら、謎の疫病により急逝。これにより、オーギュスト直系のものは帝都を離れていたシュアラとラシェスタのみとなる。シュアラは女性の身のゆえ皇位継承権は無く、ラシェスタは行方不明。これにより、オーギュスト帝国中枢は混乱を極める。

同年　混乱を収拾するべく、ラシェスタ＝オーギュスト、帝都へ帰還。しかし彼の即位に対して一部貴族を中心に猛烈な反発が起こり、混乱は収まらず。

同年　一部貴族の意向を無視して、ラシェスターオーギュスト、即位を強行。

帝暦0145年　セルヴァート家、貴族連合としてオーギュスト皇帝ラシェスタの廃位を要求。

　　・

　　・

　　・

以下現在に至る。

　　
